
３ 埼玉県学力・学習状況調査の分析からわかったこと（概要）           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「主体的・対話的で深い学び」の実施に加えて、「学級経営」 

 が、子供の「非認知能力」「学習方略」を向上させ、子供の 

 学力向上につながる。 

【①～④】主体的・対話的で深い学びは、子供たちの「非認知能力」や「学習方略」 

     の向上を通じて、学力を向上させる。 

【⑤～⑦】「学級経営」が、「主体的・対話的で深い学び」の実現や、子供たちの 

     「非認知能力」「学習方略」の向上に重要である。 

        →「学級経営」がよいほど、「主体的・対話的で深い学び」が実現しやすい。 

         「学級経営」がよいほど、「非認知能力」「学習方略」を伸ばす。 

 

【帳票４０】を活用することで、 

児童生徒一人一人の非認知能力や学習方略について分析することができます。 

令和元年度データ活用事業の分析により新たに分かったこと 

・学力や学習方略が伸びた子供 ⇒ 教員との関係性が良い傾向 

・「学習が比較的得意だ」⇒ 高い自己効力感 ⇒学力や非認知能力の向上 
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